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直円錐の頂点および底面の中心を通る断面を考える。 

このとき、直円錐の母線は、半円に接している。 

直円錐の高さを )( ah  、底面の半径を r とすると、母線の長さは 

22 rh  である。直角三角形の相似性より 
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この直円錐の、底面の円の面積は 
22

22
2

ah

ha
r





  

側面を展開した扇形の半径は、
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弧の長さは底面の円周の長さに等しいから 

 

側面を展開した扇形の面積は 
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全表面積は 
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ここで、相加平均・相乗平均の関係より a
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のとき。 22)( aah   aah   ah 2  

以上により、 S を最小にする hは ah 2  ……(答) 

 

 

※微分法で求めてもよい。 
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